
DCH01 シリーズ、1W、3000VDC 絶縁型、非安定型 DC/DC コンバータ モジュー
ル

1 特長
• 3kVDC 絶縁 (動作時)：1 秒間テスト

• 絶縁バリアの両側に連続的な電圧を印加：60VDC/
42.5VAC

• UL60950 認証済み製品

• 業界標準のフットプリント

• JEDEC 7 ピン SIP パッケージ

• 入力電圧：5V ±10%
• 出力電圧：±5V、±12V、±15V
• より高い出力電圧向けに直列動作をサポート

• より高い出力電圧向けに並列動作をサポート

• 最大 78% の効率

2 アプリケーション
• ポイント オブ ユース電力変換

• グランド ループの除去

• データ アクイジション

• 産業用制御および計測機器

• 試験用機器

3 説明
DCH010505、DCH010512、DCH010515 デバイスは、

小型の 1W、3kV 絶縁型 DC/DC コンバータのファミリで

す。業界標準の 7 ピン SIP パッケージに封止された 

DCH01 シリーズは、外付け部品点数を最小限に抑えられ

るため、基板面積を削減できます。DCH01 シリーズは、シ

ングル電源出力とデュアル電源出力の両方を用意してい
ます。

高度に統合されたパッケージ設計を使用することにより、
電力密度の高い信頼性の高い製品が得られます。高性能
と小さなサイズから、DCH01 は信号チェーン アプリケーシ

ョンやグランド ループの排除など、広範なアプリケーション

に適しています。

警告
この製品の機能絶縁は、信号の絶縁のみを
意図したものです。これは、強化絶縁を必要
とする安全な絶縁回路の一部として使用して
はなりません。セクション 7.3 で定義を参照し

てください。

製品情報
部品番号 パッケージ (1) 本体サイズ (公称)

DCH0105xx
EDJ シングル (7) 19.50mm × 10.00mm

EDJ デュアル (7) 19.50mm × 10.00mm

(1) 利用可能なすべてのパッケージについては、データシートの末尾
にある注文情報を参照してください。

単一出力のブロック図

デュアル出力のブロック図
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4 製品比較表
表 4-1. DCH01 製品

モデル
入力電圧

(V)
出力電圧

(V)
出力電流

(mA)
出力電力

(W)
絶縁電圧
(kVDC) パッケージのピン数

DCH010505S 5 ± 10% 5 200 1 3 SIP-7

DCH010512S 5 ± 10% 12 83 1 3 SIP-7

DCH010515S 5 ± 10% 15 67 1 3 SIP-7

DCH010505D 5 ± 10% ±5 ±100 1 3 SIP-7

DCH010512D 5 ± 10% ±12 ±42 1 3 SIP-7

DCH010515D 5 ± 10% ±15 ±33 1 3 SIP-7

表 4-2. 部品番号付け手法
製品ライン 電源 入力電圧 出力電圧

シングル / デュア

ル
パッケージ ピン構成 供給時の状態

DCH 01 05 05 S N 7

H = 3kV、非安定型出力 01 = 1W 05 = 5V

05 = 5V S = シングル
N = SIP スルーホー

ル
7 = SIP-7 空白 = トレイ12 =12V D = デュアル

15 = 15V
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5 ピン構成および機能

1 2 5 7

DCH01

図 5-1. EDJ パッケージ 7 ピン SIP (シングル) 上面図 

1 2 5 6 7

DCH01

図 5-2. EDJ パッケージ 7 ピン SIP (デュアル) 上面図 

表 5-1. ピンの機能
ピン

I/O 説明
名称 EDJ (シングル) EDJ (デュアル)
–VI 2 2 I 入力側共通

+VI 1 1 I 電圧入力

–VO 5 5 O –電圧出力

+VO 7 7 O +電圧出力

COM — 6 — 出力側共通

DCH010505D, DCH010505S
DCH010512D, DCH010512S
DCH010515D, DCH010515S
JAJS137K – NOVEMBER 2006 – REVISED MAY 2026 www.ti.com/ja-jp

4 資料に関するフィードバック (ご意見やお問い合わせ) を送信 Copyright © 2026 Texas Instruments Incorporated

Product Folder Links: DCH010505D DCH010505S DCH010512D DCH010512S DCH010515D DCH010515S
English Data Sheet: SBVS073

https://www.ti.com/product/jp/dch010505d?qgpn=dch010505d
https://www.ti.com/product/jp/dch010505s?qgpn=dch010505s
https://www.ti.com/product/jp/dch010512d?qgpn=dch010512d
https://www.ti.com/product/jp/dch010512s?qgpn=dch010512s
https://www.ti.com/product/jp/dch010515d?qgpn=dch010515d
https://www.ti.com/product/jp/dch010515s?qgpn=dch010515s
https://www.ti.com/jp/lit/pdf/JAJS137
https://www.ti.com/jp
https://www.ti.com/feedbackform/techdocfeedback?litnum=JAJS137K&partnum=DCH010505D
https://www.ti.com/product/jp/dch010505d?qgpn=dch010505d
https://www.ti.com/product/jp/dch010505s?qgpn=dch010505s
https://www.ti.com/product/jp/dch010512d?qgpn=dch010512d
https://www.ti.com/product/jp/dch010512s?qgpn=dch010512s
https://www.ti.com/product/jp/dch010515d?qgpn=dch010515d
https://www.ti.com/product/jp/dch010515s?qgpn=dch010515s
https://www.ti.com/lit/pdf/SBVS073


6 仕様
6.1 絶対最大定格
自由気流での動作温度範囲内 (特に記述のない限り) (1)

最小値 最大値 単位

入力電圧 (5V 入力モデル) 7 V

保管温度、Tstg -55 125 °C

(1) 「絶対最大定格」で示す値を上回るストレスが加わった場合、デバイスに永続的な損傷が発生する可能性があります。これらはストレスの定格のみ

についてであり、絶対最大定格において、またはこのデータシートの「推奨動作条件」に示された値を超える他のいかなる条件でも、このデバイス
が正しく動作することを意味するものではありません。絶対最大定格の状態が長時間続くと、デバイスの信頼性に影響を与える可能性がありま

す。

6.2 ESD 定格
値 単位

V(ESD) 静電放電
人体モデル (HBM)、ANSI/ESDA/JEDEC JS-001 準拠(1) ±2000

V
デバイス帯電モデル (CDM)、JEDEC 仕様 JESD22-C101 に準拠(2) ±250

(1) JEDEC ドキュメント JEP155 には、500V HBM であれば標準的な ESD 管理プロセスにより安全な製造が可能であると記載されています。

(2) JEDEC ドキュメント JEP157 には、250V CDM であれば標準的な ESD 管理プロセスにより安全な製造が可能であると記載されています。

6.3 推奨動作条件
自由気流での動作温度範囲内 (特に記述のない限り)

最小値 最大値 単位

+VI 入力電圧 4.5 5.5 V

TA 動作時周囲温度 -40 85 °C

6.4 熱に関する情報

熱評価基準(1)

DCH01 SERIES

単位
EDJ

(SIP シングル)
EDJ

(SIP デュアル)

7 ピン 7 ピン

RθJA 接合部から周囲への熱抵抗 66 66 ℃/W

ψJT 接合部から上面への特性パラメータ 3 3 ℃/W

ψJB 接合部から基板への特性パラメータ 66 66 ℃/W

(1) 従来および最新の熱評価基準の詳細については、『半導体および IC パッケージの熱評価基準』アプリケーション レポートを参照してください。
SPRA953
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6.5 電気的特性
TA = 25℃、VI = 5V (特に記述のない限り)

パラメータ テスト条件 最小値 標準値 最大値 単位

VI 入力電圧 すべてのデバイス (公称) 5 V

VNOM 出力電圧 負荷 100%(1)

DCH010505S 5.1

V

DCH010505D ±5.2

DCH010512S 12.4

DCH010512D ±12.5

DCH010515S 15.2

DCH010515D ±15.3

ロード レギュレーション 負荷 10% ～ 100%(2)

DCH010505S 10%

DCH010505D 9%

DCH010512S 6%

DCH010512D 5%

DCH010515S 6%

DCH010515D 5%

出力リップル 負荷 100%(1)

DCH010505S 35

mVPP

DCH010505D 20

DCH010512S 18

DCH010512D 19

DCH010515S 31

DCH010515D 22

IQ 入力電流 無負荷、負荷 0%

DCH010505x 60

mADCH010512x 65

DCH010515x 65

効率 負荷 100%(1)

DCH010505x 72%

DCH010512S 74%

DCH010512D 75%

DCH010515S 75%

DCH010515D 76%

CISO バリア容量
DCH010505x および DCH010515x 3

pF
DCH010512x 4

出力電力
100% 全負荷 1(3) W

過電流の持続時間(3) 1 秒

VI の入力電圧 -10% 10%

絶縁電圧 1 秒間 100% テスト 3.5 kVDC

ライン レギュレーション VI が 1% 変化 1%

スイッチング周波数 (fSW) 70 kHz

信頼性を計算

Telcordia SR-332 に従い、50% ストレ

ス、
TA = 40℃

単一出力 18
FITS

デュアル出力 22

(1) 100% 負荷電流 = 1W/VNOM (標準値)。
(2) 負荷レギュレーション = (10% 負荷時の VO - 100% 負荷時の VO) / VO (100% 負荷時)。
(3) このコンバータには連続的な過電流保護機能はありません。
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6.6 代表的特性
特に記述のない限り、TA = 25℃、VIN = 5V
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図 6-1. DCH010505S の効率

E
ff
ic

ie
n
c
y
 (

%
)

Output 1 Load Current (mA)

80

70

60

50

40

30

20

10

0

0 20 10040 60 80

Output 2 Load Current

100mA

50mA

10mA

図 6-2. DCH010505D の効率
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図 6-3. DCH010505S ロード レギュレーション
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図 6-4. DCH010505D ロード レギュレーション
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図 6-5. DCH010505S リップル電圧
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図 6-6. DCH010505D リップル電圧

www.ti.com/ja-jp

DCH010505D, DCH010505S
DCH010512D, DCH010512S
DCH010515D, DCH010515S

JAJS137K – NOVEMBER 2006 – REVISED MAY 2026

Copyright © 2026 Texas Instruments Incorporated 資料に関するフィードバック (ご意見やお問い合わせ) を送信 7

Product Folder Links: DCH010505D DCH010505S DCH010512D DCH010512S DCH010515D DCH010515S
English Data Sheet: SBVS073

https://www.ti.com/jp
https://www.ti.com/product/jp/dch010505d?qgpn=dch010505d
https://www.ti.com/product/jp/dch010505s?qgpn=dch010505s
https://www.ti.com/product/jp/dch010512d?qgpn=dch010512d
https://www.ti.com/product/jp/dch010512s?qgpn=dch010512s
https://www.ti.com/product/jp/dch010515d?qgpn=dch010515d
https://www.ti.com/product/jp/dch010515s?qgpn=dch010515s
https://www.ti.com/jp/lit/pdf/JAJS137
https://www.ti.com/feedbackform/techdocfeedback?litnum=JAJS137K&partnum=DCH010505D
https://www.ti.com/product/jp/dch010505d?qgpn=dch010505d
https://www.ti.com/product/jp/dch010505s?qgpn=dch010505s
https://www.ti.com/product/jp/dch010512d?qgpn=dch010512d
https://www.ti.com/product/jp/dch010512s?qgpn=dch010512s
https://www.ti.com/product/jp/dch010515d?qgpn=dch010515d
https://www.ti.com/product/jp/dch010515s?qgpn=dch010515s
https://www.ti.com/lit/pdf/SBVS073


6.6 代表的特性 (続き)
特に記述のない限り、TA = 25℃、VIN = 5V
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図 6-7. DCH010512S の効率
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図 6-8. DCH010512D の効率
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図 6-9. DCH010512S ロード レギュレーション
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図 6-11. DCH010512S リップル電圧
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6.6 代表的特性 (続き)
特に記述のない限り、TA = 25℃、VIN = 5V
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図 6-13. DCH010515S の効率
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図 6-15. DCH010515S ロード レギュレーション
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図 6-16. DCH010515D ロード レギュレーション
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6.6 代表的特性 (続き)
特に記述のない限り、TA = 25℃、VIN = 5V
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図 6-19. 安全動作領域 (すべての DCH0105 製品)

DCH010505D, DCH010505S
DCH010512D, DCH010512S
DCH010515D, DCH010515S
JAJS137K – NOVEMBER 2006 – REVISED MAY 2026 www.ti.com/ja-jp

10 資料に関するフィードバック (ご意見やお問い合わせ) を送信 Copyright © 2026 Texas Instruments Incorporated

Product Folder Links: DCH010505D DCH010505S DCH010512D DCH010512S DCH010515D DCH010515S
English Data Sheet: SBVS073

https://www.ti.com/product/jp/dch010505d?qgpn=dch010505d
https://www.ti.com/product/jp/dch010505s?qgpn=dch010505s
https://www.ti.com/product/jp/dch010512d?qgpn=dch010512d
https://www.ti.com/product/jp/dch010512s?qgpn=dch010512s
https://www.ti.com/product/jp/dch010515d?qgpn=dch010515d
https://www.ti.com/product/jp/dch010515s?qgpn=dch010515s
https://www.ti.com/jp/lit/pdf/JAJS137
https://www.ti.com/jp
https://www.ti.com/feedbackform/techdocfeedback?litnum=JAJS137K&partnum=DCH010505D
https://www.ti.com/product/jp/dch010505d?qgpn=dch010505d
https://www.ti.com/product/jp/dch010505s?qgpn=dch010505s
https://www.ti.com/product/jp/dch010512d?qgpn=dch010512d
https://www.ti.com/product/jp/dch010512s?qgpn=dch010512s
https://www.ti.com/product/jp/dch010515d?qgpn=dch010515d
https://www.ti.com/product/jp/dch010515s?qgpn=dch010515s
https://www.ti.com/lit/pdf/SBVS073


7 詳細説明
7.1 概要
DCH01 シリーズの DC/DC コンバータは、3.5kVDC で 1 秒間、100% 出荷時テスト済みです。絶縁テスト電圧は、過渡

電圧に対する動作の絶縁を表しているため、安全性絶縁に依存しないでください。

通常動作中に DCH01 の両端に印加できる連続電圧は、60VDC 未満 (SELV 制限範囲内) とする必要があります。

7.1.1 高電圧絶縁テストを繰り返し実施
高電圧絶縁テストを繰り返し行うことにより、DCH01 の絶縁能力が低下する可能性があります。

7.2 機能ブロック図

図 7-1. 単一出力のブロック図

図 7-2. デュアル出力のブロック図

7.3 機能説明
7.3.1 絶縁
UL (Underwriters Laboratories)™ は、最新の電源で使用される複数の絶縁クラスを定義しています。

安全特別低電圧 (SELV) は、UL (UL1950 E199929) によって指定および保護された 2 次回路として定義され、通常お

よび単一の障害状態で、アクセス可能な 2 つの部品の間、または動作絶縁のためのアクセス可能な部品と機器の接地端

子間の電圧が定常状態の 42V ピーク値または 60VDC を 1 秒以上超えないようにします。

7.3.1.1 動作または機能絶縁
動作絶縁または機能絶縁は、高電位 (高電位) テストのみを使用して定義します。通常、この絶縁は、1 次側絶縁バリアと

してトランスの構造で絶縁ワイヤを使用することとして定義されます。高電位 1 秒間耐電圧試験 (誘電電圧、耐性試験) 
は、絶縁バリアが機能していることを検証するために使用される製造試験です。動作絶縁を持つ製品は、安全絶縁システ
ムの要素として使用してはなりません。
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7.3.1.2 基本絶縁または強化絶縁
基本絶縁または強化絶縁は、電源の 1 次側回路と 2 次側回路の間に規定された沿面距離および空間距離の制限によ

って定義されます。基本絶縁は、トランスの構造で絶縁ワイヤに加えて、絶縁バリアを使用します。また、入力回路と出力
回路は、指定された距離を物理的に分離する必要があります。

7.3.1.3 連続電圧
特定の安全機関からの承認 (動作絶縁) がないデバイスの場合、通常動作時に部品全体に印加できる連続電圧は、

42.4VRMS または 60VDC 未満です。入力電圧と出力電圧の両方が、通常の SELV 制限を確実に維持するようにしてくだ

さい。絶縁テスト電圧は、過渡電圧に対する耐性の測定値を表します。

警告

SELV を超える場合、デバイスを安全絶縁システムの要素として使用しないでください。

42.4VRMS または 60VDC を超える電圧が絶縁バリアに連続的に印加されてデバイスが正常に機能することが期待される

場合、バリアの両側の回路は、安全でない電圧で動作していると見なす必要があります。さらに絶縁システムや絶縁シス
テムでは、安全規格の要件に従って、これらの回路と、ユーザーがアクセス可能なすべての回路との間にバリアを形成す
る必要があります。

7.3.1.4 絶縁電圧
高電位テスト、フラッシュ テスト、耐電圧、耐性電圧、誘電耐電圧、絶縁試験電圧はすべて、同じものに関連する用語で

す。つまり、絶縁の整合性を検証するために電気的絶縁を確保する目的で設計した部品に、規定の時間にわたって印加
されるテスト電圧です。 TI の DCH01 シリーズの DC/DC コンバータは、いずれも 3.5kVDC で 1 秒間、100% 製造試験

済みです。

7.3.1.5 高電圧絶縁テストを繰り返し実施
バリア部品に対して高電圧絶縁テストを繰り返し実施すると、材質、構造、環境によっては、絶縁能力が低下する可能性
があります。DCH01 シリーズの DC/DC コンバータには、トロイダル、エナメル、ワイヤ絶縁トランスがあり、1 次巻線と 2 
次巻線の間に追加の絶縁はありません。デバイスは、規定されている試験電圧の数倍に耐えることが期待できますが、絶
縁能力はワイヤの絶縁に依存します。このエナメル質 (通常ポリウレタン) を含むあらゆる材料は、非常に高い電圧が印加

されると最終的に化学的劣化の影響を受けやすくなります。したがって、高電圧テストおよび高電圧絶縁テストを繰り返し
実施する回数を制限してください。ただし、どうしても必要な場合は、指定されたテスト電圧から電圧を 20% 下げて、1 回
のテストにつき時間は最長 1 秒に制限します。
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8 アプリケーションと実装
注

以下のアプリケーションのセクションにある情報は、TI の製品仕様に含まれるものではなく、TI はその正確性も

完全性も保証いたしません。個々の目的に対する製品の適合性については、お客様の責任で判断していた
だくことになります。また、お客様は自身の設計実装を検証しテストすることで、システムの機能を確認する必要
があります。

8.1 使用上の注意
8.1.1 入力と出力のフィルタ (オプション)

DCH01 パワー モジュールには、入力および出力セラミック コンデンサがすべての設計に含まれています。ただし、一部

のアプリケーションでは、入力反射または出力リップルまたはノイズのいずれかよりも低いレベルが必要である場合があり
ます。このアプリケーション ノートでは、入力および出力のリップルとノイズの両方を低減するのに役立つ、さまざまなフィ

ルタと設計手法について説明します。

8.1.1.1 入力と出力の各コンデンサ
出力リップルとノイズを低減する最も簡単な方法は、4.7μF 以上の値を持つセラミック コンデンサを 1 つ以上追加すること

です。セラミック コンデンサは、出力電力端子のできるだけ近くに配置する必要があります。1 つの 4.7μF セラミック コン

デンサで、出力リップルまたはノイズを 10% ～ 30% 低減できます。

スイッチング レギュレータは、動作周波数のパルス単位で入力ラインから電流を引き込みます。発生する反射 (入力) リッ

プルまたはノイズの量は、入力ラインのインピーダンスを含む、電源の等価ソース インピーダンスに正比例します。入力電

源ピンの近くに 4.7μF セラミック コンデンサを追加することにより、反射伝導リップルまたはノイズを 30% ～ 50% 低減で

きます。

DCH01 の出力に推奨される最大容量性負荷は 100μF (非セラミック) です。

8.1.1.2 π フィルタ
アプリケーションでリップルやノイズ レベルをさらに低減する必要がある場合は、より高次のフィルタを使用する必要があり

ます。レギュレータの入力端子または出力端子と直列にフェライトビーズインダクタを使用する π (pi) フィルタにより、リップ

ルまたはノイズを 15 ～ 20db 以上低減できます (図 8-1 および 図 8-2 を参照)。インダクタのリップルとノイズを効果的に

低減するには、セラミック コンデンサが必要です。

これらのインダクタとセラミック コンデンサは、スイッチング周波数の除去により、優れたフィルタを形成します。フィルタの

配置は重要ではありません。効果を高めるには、入力ピンまたは出力ピンのできるだけ近くに配置する必要があります。フ
ェライト ビーズは小型 (5.1mm x 3mm)、使いやすく、低コスト、DC 抵抗が低いのが特長です。Fair-Rite は、5A 定格の

表面実装ビーズ (部品番号 2773019447) またはスルーホール (部品番号 2673000701) を製造しています。フェライト 

ビーズ インダクタの代わりに、1μH ～ 5μH の値のインダクタを使用できます。

+VIN

DCH01xxxxSN7

-VIN

+VOUT

COM

2.2 mF

Ceramic

1 mH to 5 mH

4.7 mF

Ceramic

+VIN

-VIN

4.7 mF

1 mH to 5 mH

1 mF
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図 8-1. DCH01 シリーズ π フィルタ
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図 8-2. DCH01 シリーズ π フィルタ (5V、1W)

8.1.2 スタートアップ
スタートアップ波形については、図 8-3 を参照してください。

IIN 100mA/div

VO 5V/div

VIN 5V/div

図 8-3. スタートアップ波形

8.1.3 DCH01 を直列に接続
複数の DCH01 の出力を直列に接続し、非標準の電圧レールを供給することも可能です。デュアル出力 DCH01 バージ

ョンの出力を直列に接続して、VO の 2 倍の振幅を得ることもできます (図 8-4 を参照)。たとえば、5V DCH01 を 2 つ接

続して 10V レールを提供できます。

+VIN

DCH01xxxxDN7

-VIN

+VOUT

COM

+VIN

-VIN
-VOUT

+10 V

GND

+VOUT

Copyright © 2016, Texas Instruments Incorporated

図 8-4. デュアル出力を直列に接続
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8.1.4 DCH01 を並列に接続
1 つの DCH01 からの出力電力が不十分な場合は、複数の DCH01 の出力を並列にできます (図 8-5 を参照)。

図 8-5. 複数の DCH01 を並列に接続
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8.2 代表的なアプリケーション

DCH010505S
+VI

-VI

+VO

-VO

4.7 mF2.2 mF

VIN = 5 V VOUT = 5 V

図 8-6. 代表的なアプリケーション回路図

8.2.1 設計要件
この設計例では、表 8-1 に記載されているパラメータを設計パラメータとして使用し、セクション 8.2.2 の手順に従います。

表 8-1. 設計例のパラメータ
パラメータ 値

+VI 入力電圧 5V

+VO 出力電圧 5V

IOUT 出力電流定格 200mA

8.2.2 詳細な設計手順
8.2.2.1 入力コンデンサ
DCH01 の設計では、優れたスタートアップ性能を確保するため、2.2μF、低 ESR のセラミック入力コンデンサを選択して

ください。

8.2.2.2 出力コンデンサ
DCH01 の設計では、出力リップルを低減するため、4.7μF、低 ESR のセラミック出力コンデンサを選択してください。

8.2.3 アプリケーション曲線
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図 8-7. DCH010505S の効率

IIN 100mA/div

VO 5V/div

VIN 5V/div

図 8-8. DCH010505 のスタートアップ波形
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9 電源に関する推奨事項
DCH01 はスイッチング電源であるため、入力電源に大きなピーク電流の要求を発生できます。高速スイッチング パルス

中に電源が瞬間的に低下することを回避するため、グランドおよび電源プレーンを使用して電源を DCH01 の入力に接

続する必要があります。この接続が不可能な場合は、電源をできるだけ広くしたトレースで星形に接続する必要がありま
す。

10 レイアウト
10.1 レイアウトのガイドライン
最良の結果を得るために、PCB レイアウトを慎重に検討してください。

入力および出力電源プレーンとグランド プレーンは、入力および出力電源用の低インピーダンス パスを提供します。出

力では、正および負の電圧出力が広いパターンで導通し、損失を最小限に抑えます。

入力両端にできるだけ近づけて配置した、高品質で低 ESR のセラミック コンデンサにより、反射リップルが低減され、ス

ムーズな起動が保証されます。

デカップリング コンデンサをそれぞれのピンの近くに配置することにより、浮遊インダクタンスの影響による損失を低減し、

リップル性能が向上します。このコンデンサは、電力ドライブ回路の高速スイッチング波形に関連する過渡電流を供給す
るため、入力デカップリングコンデンサに特に重要になります。

10.2 レイアウト例

+VI

-VI

-VO

+VO

C1

C2

U1

図 10-1. DCH01 単一出力レイアウト (コンポーネント
側面図)

+VI

-VI

-VO

+VO

図 10-2. DCH01 単一出力レイアウト (コンポーネント
なし側面図)

www.ti.com/ja-jp

DCH010505D, DCH010505S
DCH010512D, DCH010512S
DCH010515D, DCH010515S

JAJS137K – NOVEMBER 2006 – REVISED MAY 2026

Copyright © 2026 Texas Instruments Incorporated 資料に関するフィードバック (ご意見やお問い合わせ) を送信 17

Product Folder Links: DCH010505D DCH010505S DCH010512D DCH010512S DCH010515D DCH010515S
English Data Sheet: SBVS073

https://www.ti.com/jp
https://www.ti.com/product/jp/dch010505d?qgpn=dch010505d
https://www.ti.com/product/jp/dch010505s?qgpn=dch010505s
https://www.ti.com/product/jp/dch010512d?qgpn=dch010512d
https://www.ti.com/product/jp/dch010512s?qgpn=dch010512s
https://www.ti.com/product/jp/dch010515d?qgpn=dch010515d
https://www.ti.com/product/jp/dch010515s?qgpn=dch010515s
https://www.ti.com/jp/lit/pdf/JAJS137
https://www.ti.com/feedbackform/techdocfeedback?litnum=JAJS137K&partnum=DCH010505D
https://www.ti.com/product/jp/dch010505d?qgpn=dch010505d
https://www.ti.com/product/jp/dch010505s?qgpn=dch010505s
https://www.ti.com/product/jp/dch010512d?qgpn=dch010512d
https://www.ti.com/product/jp/dch010512s?qgpn=dch010512s
https://www.ti.com/product/jp/dch010515d?qgpn=dch010515d
https://www.ti.com/product/jp/dch010515s?qgpn=dch010515s
https://www.ti.com/lit/pdf/SBVS073


11 デバイスおよびドキュメントのサポート
11.1 ドキュメントの更新通知を受け取る方法
ドキュメントの更新についての通知を受け取るには、www.tij.co.jp のデバイス製品フォルダを開いてください。[通知] をク

リックして登録すると、変更されたすべての製品情報に関するダイジェストを毎週受け取ることができます。 変更の詳細に

ついては、改訂されたドキュメントに含まれている改訂履歴をご覧ください。

11.2 サポート・リソース
テキサス・インスツルメンツ E2E™ サポート・フォーラムは、エンジニアが検証済みの回答と設計に関するヒントをエキスパ

ートから迅速かつ直接得ることができる場所です。既存の回答を検索したり、独自の質問をしたりすることで、設計で必要
な支援を迅速に得ることができます。

リンクされているコンテンツは、各寄稿者により「現状のまま」提供されるものです。これらはテキサス・インスツルメンツの仕
様を構成するものではなく、必ずしもテキサス・インスツルメンツの見解を反映したものではありません。テキサス・インスツ
ルメンツの使用条件を参照してください。

11.3 商標
UL (Underwriters Laboratories)™ is a trademark of UL LLC.
テキサス・インスツルメンツ E2E™ is a trademark of Texas Instruments.
すべての商標は、それぞれの所有者に帰属します。

11.4 静電気放電に関する注意事項
この IC は、ESD によって破損する可能性があります。テキサス・インスツルメンツは、IC を取り扱う際には常に適切な注意を払うこと

を推奨します。正しい取り扱いおよび設置手順に従わない場合、デバイスを破損するおそれがあります。

ESD による破損は、わずかな性能低下からデバイスの完全な故障まで多岐にわたります。精密な IC の場合、パラメータがわずか

に変化するだけで公表されている仕様から外れる可能性があるため、破損が発生しやすくなっています。

11.5 用語集
テキサス・インスツルメンツ用語集 この用語集には、用語や略語の一覧および定義が記載されています。
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12 改訂履歴
資料番号末尾の英字は改訂を表しています。その改訂履歴は英語版に準じています。

Changes from Revision J (April 2020) to Revision K (May 2026) Page
• 新しいテキサス・インスツルメンツのレイアウトおよびフローに合わせてフォーマットを更新。ドキュメント全体にわたって

表、図、相互参照の採番方法を更新。...................................................................................................................1

Changes from Revision I (November 2016) to Revision J (April 2020) Page
• 以下へのリンクを追加 セクション 2 ....................................................................................................................... 1

Changes from Revision H (January 2009) to Revision I (November 2016) Page
• 「ESD 定格」表、「機能説明」セクション、「アプリケーションと実装」セクション、「電源に関する推奨事項」セクション、

「レイアウト」セクション、「デバイスおよびドキュメントのサポート」セクション、「メカニカル、パッケージ、および注文情
報」セクションを追加 ............................................................................................................................................ 1

• 「注文情報」を「デバイス比較」表に変更 ............................................................................................................... 3
• 「絶対最大定格」表からウェーブ半田付け温度 (最高 260℃) を削除 .....................................................................5
• 「熱に関する情報」表を追加 .................................................................................................................................5
• 「機能説明」に「絶縁」サブセクションを追加 .........................................................................................................11

13 メカニカル、パッケージ、および注文情報
以降のページには、メカニカル、パッケージ、および注文に関する情報が記載されています。この情報は、指定のデバイ
スに使用できる最新のデータです。このデータは、予告なく、このドキュメントを改訂せずに変更される場合があります。本
データシートのブラウザ版を使用されている場合は、画面左側の説明をご覧ください。
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重要なお知らせと免責事項
TI は、技術データと信頼性データ (データシートを含みます)、設計リソース (リファレンス デザインを含みます)、アプリケーションや
設計に関する各種アドバイス、Web ツール、安全性情報、その他のリソースを、欠陥が存在する可能性のある「現状のまま」提供してお
り、商品性および特定目的に対する適合性の黙示保証、第三者の知的財産権の非侵害保証を含むいかなる保証も、明示的または黙示的に
かかわらず拒否します。
これらのリソースは、TI 製品を使用する設計の経験を積んだ開発者への提供を意図したものです。(1) お客様のアプリケーションに適した 
TI 製品の選定、(2) お客様のアプリケーションの設計、検証、試験、(3) お客様のアプリケーションに該当する各種規格や、その他のあら
ゆる安全性、セキュリティ、規制、または他の要件への確実な適合に関する責任を、お客様のみが単独で負うものとします。
上記の各種リソースは、予告なく変更される可能性があります。これらのリソースは、リソースで説明されている TI 製品を使用するアプ
リケーションの開発の目的でのみ、TI はその使用をお客様に許諾します。これらのリソースに関して、他の目的で複製することや掲載す
ることは禁止されています。TI や第三者の知的財産権のライセンスが付与されている訳ではありません。お客様は、これらのリソースを
自身で使用した結果発生するあらゆる申し立て、損害、費用、損失、責任について、TI およびその代理人を完全に補償するものとし、TI
は一切の責任を拒否します。
TI の製品は、 TI の販売条件 、 TI の総合的な品質ガイドライン 、 ti.com または TI 製品などに関連して提供される他の適用条件に従い提
供されます。TI がこれらのリソースを提供することは、適用される TI の保証または他の保証の放棄の拡大や変更を意味するものではあり
ません。 TI がカスタム、またはカスタマー仕様として明示的に指定していない限り、TI の製品は標準的なカタログに掲載される汎用機器
です。
お客様がいかなる追加条項または代替条項を提案する場合も、TI はそれらに異議を唱え、拒否します。
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